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研究成果の概要（和文）：『世界の英語を映画で学ぶ』、『続・ＤＶＤで学ぶ世界の文化と英語』を含む4冊の書物を
刊行した。学術論文5本、学会発表6回を行った。2013年11月にジェフ・リンジ―氏のMagic Piano、2015年10月にジャ
スリン・フォード氏のNowhere to Call Homeの上映会・監督講演会を行った。2014年8月に公開シンポジウム「日本人
の英語はどう聞こえるか―世界諸英語の時代のジャパニーズイングリッシュ」を開催した。世界の英語を映画で学ぶ研
究会ウェブサイトで具体的な映画の特徴分析データを公開した。http://eureka.kpu.ac.jp/~myama/worldenglishes/

研究成果の概要（英文）：The results of the research were published through four books including "Learning 
about World Englishes through Films" (M. Yamaguchi et al. 2013, in Japanese) and "On Board for More World 
Adventures" (M. Kobayashi et al. 2015, in Japanese). 5 papers were published in academic journals and 6 
papers were read at conferences.　Two film showings accompanied by the director's lecture were organized, 
and one symposium on Japanese English in the era of World Englishes was held. The analysis of films using 
World Englishes are now published on our website,Learning World Englishes through Films at 
http://eureka.kpu.ac.jp/~myama/worldenglishes/
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１．研究開始当初の背景 
世界諸英語」（World Englishes）という概
念は、世界の各地で話される英語が多様であ
り、それぞれ個別の特徴を持っていることを
明確に表している。この概念の根底にあるの
は、世界のすべての英語の変種には優劣の差
はなく、それぞれの英語はそれぞれの話者の
ものであり、そしてそれぞれが継続的な研究
に値するという立場であり、英語の多様性を
肯定する考え方である。その中には、母語と
して使われる英語もあれば、公用語として使
われる英語もあり、また、外国語として学ば
れる英語もある。 

2013年度から 2015年度までの 3か年にわ
たって科研費助成を受けた本研究課題「世界
諸英語に関する理解を深めるための映画英
語教育」（研究課題番号 25370641）では、英
語学習者が世界の様々な英語についての理
解を深められるように映画を活用する方法
について研究を行った。 
 
２．研究の目的 
世界中に英語話者が広がった今日では、非
母語話者として英語を話すひとが増えてい
る。英語が国際共通語となった点は英語教育
においても重視されるようになり、英米の文
化を学ぶことから英語での発信にシフトさ
せることが重要視されている。日本人も、わ
かりやすさ(intelligibility)を意識しながら英
語で発信することが目指されるようになっ
た。 
しかし一方で、国際共通語としての英語の
時代に、受信能力（リスニング、聴解能力）
についての取り組みは、まだ十分とはいえな
い。というのも、国際共通語としての英語の
特徴は、ジェニファー・ジェンキンズがコア
として提示したような仮説の形としては存
在しているが、実際は世界各地の話者がそれ
ぞれの特徴を備えた英語を話しているから
である 
「国際共通語としての英語」の時代は、同時
に「世界諸英語」の時代でもある。実際問題
として、日本人学習者は受信（リスニング）
において、英語非母語話者や、非標準英語の
母語話者の話す「訛りの強い英語」に苦労す
ることが多い。これは日本人学習者が英米の
標準英語以外の英語を耳にする機会が少な
く、聞き慣れていないからということが大き
い。こうした点を補うための英語教育は、近
年とりわけビジネスとの関連で意識される
ようになってきたが、まだ、英語教育一般に
浸透しているとは言えない。本研究は、世界
諸英語の聴解能力の向上が、英語教育にとっ
て重要であるという認識に立ち、映画を使っ
てその発展に資することを目指したもので
ある。 
 
３．研究の方法 
 各研究者が、世界諸英語を使った映画を視
聴し、その特徴を分析、記述することを研究

の柱とした。また、世界諸英語に関する文献
の収集とその理解、および、世界諸英語に関
する言語態度についてのアンケート調査も
行った。研究成果の発信として、学会での口
頭発表、学会誌への投稿、報告書、書物とし
ての刊行を行った。 
 そのほか、公開シンポジウム、映画上映
会・監督講演会、英語音声学セミナーの企画
開催を行った。 
 
４．研究成果 
（１）世界諸英語を用いた映画の分析 
世界諸英語を用いた映画の具体的な分析
は本研究の主要成果である。書物③として
『世界の英語を映画で学ぶ』（山口美知代編
著、松柏社）を 2013 年に発表した。これは、
研究代表者山口美知代が第 1章「世界の英語
を映画で学ぶ」、第５章「オーストラリアの
英語『オーストラリア』」、第７章「インドの
英語『モンスーン・ウェディング』」、第８章
「シンガポールの英語『フォーエバー・フィ
ーバー』およびコラム「日本英語が聞ける映
画」「中国英語が聞ける映画」「ウェールズ英
語が聞ける映画」「カナダ英語が聞ける映画」
「ジャマイカ英語が聞ける映画」「スコット
ランド英語が聞ける映画」「フィリピン英語
が聞ける映画」を執筆し、研究分担者野口祐
子が第 2章「イギリスの英語『日の名残り』、
同出口菜摘が第３章「アメリカの英語『クラ
ッシュ』」、同浅井学が第４章「アイルランド
の英語『ザ・コミットメンツ』、連携研究者
の溝口昭子が第 6章「南アフリカの英語『第
9地区』」を執筆した。 
また、2015 年 3月に刊行した報告書『科研
費研究課題 世界諸英語に関する理解を深
めるための映画英語教育 2014 年度活動報
告書』では、アジア、ヨーロッパの非英語圏
の映画を中心に 16 本の映画の英語分析を行
った。2016 年 3月に刊行した報告書『世界諸
英語に関する理解を深めるための映画英語
教育 平成 27 年度科研費研究成果報告書』
では、54 本の映画分析を行った（うち 6本が
後述の演習受講生によるもの）。 
さらに、本科研の成果を発表するためのウ
ェブサイト「世界の英語を映画で学ぶ研究
会」を製作し、公表している。ここでは 2016
年 3月末の時点で、56 本の映画分析を発表し
ており、今後随時増やす予定である。 
 
（２）英語教育面での研究成果 
書物①『続・ＤＶＤで学ぶ世界の文化と英
語』（小林めぐみ共著、金星堂）は、大学で
の英語の授業に用いる教科書として編集さ
れている。研究分担者小林めぐみは、共著者
のひとりとして、世界諸英語の英語教育を映
像を通じて行うという本研究の成果の一環
として、本書物の執筆編集に携わった。 
また研究代表者山口は書物②『世界の文字
事典』（庄司博史編）の「英語」の項目執筆
を行ったが、これも本研究での成果を踏まえ



て、その一環として発表したものである。 
 なお、前項で挙げた 2016 年の報告書のな
かには、研究代表者山口が、大学 3年生を対
象とした演習（ゼミ）の授業で、書物③を教
科書として使いながら、学生に独自の映画分
析をするように指導した成果が含まれてい
る。 
 
（３）公開映画上映会、講演会、シンポジウ
ム、英語発音セミナーなど 
 本研究は、世界諸英語の時代にどのように
英語に取り組むかという課題を根源的なも
のとしてとらえており、そのことを一般公開
された映画上映会、講演会、シンポジウム、
英語発音セミナーを通じて追究した。 
世界諸英語を用いた映画として 2013 年 11
月にジェフ・リンジ―氏の Magic Piano、2015
年 10 月にジャスリン・フォード氏の Nowhere 
to Call Home の上映会および監督講演会を行
った。 
2014 年 8月に公開シンポジウム「日本人の
英語はどう聞こえるか―世界諸英語の時代
のジャパニーズイングリッシュ」を開催した。
これは法政大学グローバル教養学部の渡辺
宥泰教授と英国ノーサンブリア大学のロバ
ート・マッケンジー博士を外部講師として招
聘し、活発な議論を行った。シンポジウムの
様子は、2015 年 3月刊行の報告書および、ウ
ェブサイトで公開している。またマッケンジ
ー博士の発表は論文③として結実している。 
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